
 

令和３年 10 月１日から令和４年９月 30 日までの東成区区政会議の運営状況 
 
 

区政会議の委員の定数の基準及び会議録等の公表等に関する規則第５条第１項第１号から第６

号について、次のとおり公表します。 

 

（１）第１号  

対象期間において委員であった者の氏名及び委員であった期間 

 

東成区区政会議員名簿（敬称略・50 音順） 

氏 名 選定事由等 所属部会名 委員の期間 

石川 ヤヱ子 中本地域活動協議会 推薦 保健福祉 
令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 

岩崎 忠美 
東中本まちづくり活動協議会 

推薦 
保健福祉 

令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 

内山 千夏 宝栄地域活動協議会 推薦 子ども・教育 
令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 

大西 田鶴子 
東成区民生委員児童委員協議会 

推薦 
保健福祉 

令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 

大西 康久 
深江まちづくり活動協議会 推

薦 
にぎわい・きずな 

令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 

大野 弥生 宝栄地域活動協議会 公募 子ども・教育 
令和３年 10 月 13 日から 

令和４年９月 30 日まで 

大林 あい子 中道地域活動協議会 推薦 保健福祉 
令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 

岡本 光右 東成区商店街連盟連合会 推薦 にぎわい・きずな 
令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 

家門 昇次 東成区老人クラブ連合会 推薦 保健福祉 
令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 

川那辺 裕司 北中道地域協議会 推薦 にぎわい・きずな 
令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 

北岸 佳子 
東成区地域女性団体協議会 推

薦 
にぎわい・きずな 

令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 

小泉 いと子 
深江まちづくり活動協議会 推

薦 
保健福祉 

令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 

小山 積 神路地域活動協議会 推薦 保健福祉 
令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 

澤江 久男 中本地域活動協議会 推薦 にぎわい・きずな 
令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 

四方 徹 宝栄地域活動協議会 推薦 子ども・教育 
令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 



 

清水 弘 
東成区社会福祉協議会  

推薦 
保健福祉 

令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 

杉本 雅子 
東中本まちづくり活動協議会 

推薦 
にぎわい・きずな 

令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 

須田 順子 東成区ＰＴＡ協議会 推薦 子ども・教育 
令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 

田川 進 大成地域福祉連絡協議会 推薦 にぎわい・きずな 
令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 

竹束 正彦 大成地域福祉連絡協議会 推薦 子ども・教育 
令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 

谷生 嘉宏 東成区地域振興会 推薦 にぎわい・きずな 
令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 

辻本 美知子 東小橋地域活動協議会 推薦 保健福祉 
令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 

土田 里実 公募委員 子ども・教育 
令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 

中井 康夫 東小橋地域活動協議会 推薦 にぎわい・きずな 
令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 

中濱 登志 
東成区子供会育成連合協議会 

推薦 
子ども・教育 

令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 

西村 盾彦 東成工業会 推薦 にぎわい・きずな 
令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 

萩原 辰男 東成区医師会 推薦 保健福祉 
令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 

橋本 輝枝 
東成区人権啓発推進協議会 推

薦 
子ども・教育 

令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 

馬場 靖 東成防犯協会 推薦 にぎわい・きずな 
令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 

東 寿美子 公募委員 保健福祉 
令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 

平井 久美 北中道地域活動協議会 推薦 子ども・教育 
令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 

福本 千代孝 東成地区保護司会 推薦 子ども・教育 
令和３年 10 月１日から 

令和４年７月 19 日まで 

船越 眞平 片江地域協議会 推薦 にぎわい・きずな 
令和３年 10 月 13 日から 

令和４年９月 30 日まで 

三浦 秀章 公募委員 保健福祉 
令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 

宮居 康夫 
今里まちづくり活動協議会 推

薦 
保健福祉 

令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 



 

最上 季憲 中道地域活動協議会 推薦 にぎわい・きずな 
令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 

森田 吉彦 公募委員 子ども・教育 
令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 

山本 弥生 
今里まちづくり活動協議会 推

薦 
子ども・教育 

令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 

若村 幸枝 東成母子会 推薦 保健福祉 
令和３年 10 月１日から 

令和４年９月 30 日まで 

 

（２）第２号、第３号 

区政会議の開催日の日時、場所及び委員に意見を求めた事項 

令和３年度第２回東成区区政会議開催概要 

開催日時 場所 委員に意見を求めた事項 
条例上の 

根拠規定 

令和３年 12 月 24 日 

14 時～15時 30 分 

コミ協ひがしなり

区民センター２階

大ホール 

・次期東成区将来ビジョンについて 

・令和４年度東成区運営方針（素案）

について 

条例第５条 

第１項 

 

令和４年度第１回東成区区政会議開催概要 

開催日時 場所 委員に意見を求めた事項 
条例上の 

根拠規定 

令和４年８月８日 

14 時～14時 59 分 

コミ協ひがしなり

区民センター２階

大ホール 

・令和３年度東成区運営方針の振り

返り等について 

条例第５条 

第１項 

 

（３）第４号 

条例第９条第１項に基づき区長が講じた措置の内容 

令和３年度第２回東成区区政会議 

委員の意見 区長が講じた措置 

東成区ハザードマップを見ると、大雨が降る

と 3～5ｍ浸水する地域があるがどう取り組む

のか。 

コロナ禍の状況も踏まえ、3 階以上の建物、

安全な親戚や知人宅など、分散避難の啓発に取

り組んでいく。 

そのうえで、家庭での備蓄や災害情報の入手方

法についても広報紙等を通じて周知していく。 

避難所の備蓄物資として、地域でどういった

ものを備えておくべきか。 

本市で配備している備蓄物資と重ならない

よう、金銭面も含めて効果的な備蓄物資につい

て、区役所から助言を行う。 

避難所の備蓄倉庫が１階だと浸水して使え

なくなる。 

1 階にある備蓄倉庫については、３階以上に

移設することができないか、学校と協議を進め

ていく。 



 

安全・安心啓発に係る動画作成とはどういっ

たものか。 

コロナ禍で直接的な啓発が困難なため、住み

ます芸人を活用した啓発動画の作成を検討中

である。  

自転車利用マナーアップの取組内容は。 鶴橋駅を中心に展開するほか、広報紙を活用

し広く区民に啓発を実施している。 

地域活動協議会の役割や位置づけがわかり

にくい。 

 

 

連合町会や社会福祉協議会を中心にさらに

多様な主体が参画し、多様化・複雑化する地域

課題を解決するために設置されたものである。 

地域活動協議会に関する補助金の執行につ

いて、年度繰越など柔軟な利用はできないか。 

補助金については、税金であるので単年度の

執行が原則である。 

子どもたちの読書活動の推進において、いき

いき活動との連携のみでは、利用者が限られる

ので学校と連携した取組が必要ではないか。 

いきいき教室との連携は読書活動推進に向

けた取組の一つであり、既存の取組と合わせ、

複合的に実施していく。 

スマートフォンが普及している中、子どもた

ちの読書活動を推進する上で電子書籍の活用

が有効である。 

電子書籍の活用については区としても重要

であると認識しており、今後の事業実施に向け

た検討をしている。 

モノづくり教育への取組においては、大規模

での実施が望ましい。 

 

 

モノづくり教育に資する事業として、親子参

加型の「工場見学」と、企業が出展し、例年約

600 人の参加を見込む体験型の「こどもモノづ

くり体験フェスタ」を実施・企画している。 

子どもたちの運動できる場所や機会が少な

くなっているので、学校施設を開放してボール

遊び等の場に活用できないか。 

学校施設を開放し、運動する機会を設けるた

め実施している「学校体育施設開放事業」「生

涯学習事業」を地域の皆様と共に継続し取組を

進める。 

子育て支援において、コロナ禍の影響で読み

聞かせの場が減少しているので、増やしてほし

い。 

 

子育てサークルや子育て支援拠点事業等に

おいて、新型コロナ感染症の感染状況を鑑みな

がら、可能な時に絵本の読み聞かせや読み聞か

せ支援ボランティアの利用を進めていく。 

すくすくつながるクラブの登録者をふやす

ため、より一層の啓発が必要ではないか。 

 

引き続き、区ＨＰや広報紙への掲載に加え、

乳幼児健診や母子手帳交付時、各種イベント等

さまざまな機会での効果的な周知について検

討する。また公共施設など子育て層が良く利用

する施設でのリーフレット配架等周知につい

ても検討する。 

すくすくつながるクラブの利用者が早く登

録カードを利用できるよう、登録カードの受け

渡しがスムーズに行える工夫や受け渡しを行

っている主任児童委員の周知活動を行ってほ

しい。 

区ＨＰや広報紙への掲載に加え、乳幼児健診

や母子手帳交付時、各種イベント等さまざまな

機会での効果的な周知について検討する。 



 

コロナ禍で外出を自粛する保護者同士が、オ

ンラインで気軽に情報交換が行える仕組みが

あればよい。 

子育て支援関係機関との情報交換を行いな

がら、保護者のつながりづくりのための方策を

検討する。 

地域福祉活動を知らない人も多く、活動内容

や相談先をより一層啓発することが重要であ

る。例えば、地域の人がよく利用する場所など

にパンフレットを設置してはどうか。 

地域活動への関心を持っていただくため、

「地域活動へのお誘い」という標題のちらし等

を区役所１階で配架している。また、前年度 70

歳になられた区民の方（約 1000 人）に「おま

もりネット手帳・カードの周知ビラ」とともに、

地域福祉活動等の紹介のために上記ちらしを

添付して送付している。 

男性の独居高齢者が引きこもって孤立しな

いよう地域活動に参加してもらえるような工

夫が課題である。 

東成区では、将棋や囲碁、男性による調理実

習、男性喫茶など、男性が参加しやすく、参加

者同士の交流が深まる活動を実施されている

地域もあると聞いている。このような取組が一

層広がっていくよう、各地域の方々や地域福祉

活動サポーター等とも協働しながら情報の共

有化を一層推進していく。 

若い世代への食育を継続することが必要で

ある。 

引き続き、中学校での食育講座など若年層へ

の啓発に取り組んでいく。 

食育イベントにおいて、出来合いのおかずに

少し手を加えることで栄養バランスが整う工

夫などを、栄養や健康に関する相談や助言を受

けることができるコーナーを設けてはどうか。 

栄養や生活習慣病に関する相談ブースや「ち

ょい足しレシピ」の配布等を検討する。 

人権は年齢、性別、人種など解決すべき問題

があるので、学生だけでなく区民向けのセミナ

ーやリーフレットの作成に取り組んでいただ

けたらすばらしい。 

人権課題は多岐にわたるため、今後も一般区

民向けを含め、さまざまな人権問題の啓発に取

り組んでいく。 

広報紙において、色々な活動に取り組んでい

る団体を、ビジュアルを用いて掲載するなど工

夫することで、魅力ある紙面になるのではない

か。 

広報紙は区政を区民の方に分かりやすくお

伝えする広報媒体である。紙面に限りがある

が、非常に重要であるので、掲載を検討してい

く。 

主任児童委員は幼児や園児だけでなく、成人

するまで地域の子どもを見守る立場である。学

校などに対して子どもに関して活動している

ことを周知いただきたい。 

区ＨＰや広報紙への掲載に加え、各種イベン

ト等さまざまな機会での効果的な周知につい

て検討する。 

学校における人権問題に関して匿名で相談

できるような仕組みがあれば悩んでいる方の

救いになるのではないか。 

教育委員会が実施している LINE やメールで

のいじめ等の相談は匿名で利用可能であるこ

とから、区ＨＰ等を活用し広報を行っていく。 

道路と歩道のわずかな段差（２センチ程度）

があり、高齢者にとっては自転車で転倒する危

険がある。だれもが安全に通行できる道路環境

定期的に区内関係行政機関の連携を図る行

政連絡会議を開催しており、ご意見は道路を所

管する建設局に伝える。 



 

に改善していただきたい。 

公園のベンチが撤去され、憩いの場である公

園で安らぐことができない。 

定期的に区内関係行政機関の連携を図る行

政連絡会議を開催しており、ご意見は公園を所

管する建設局に伝える。 

公園の石製のベンチについて、冷たいので木

製にしていただきたい。しかし、木製にするだ

けでは雨が降った後に座りづらい問題もある

ので、屋根をつけるなどの対策も合わせてでき

ないか。 

定期的に区内関係行政機関の連携を図る行

政連絡会議を開催しており、ご意見は道路を所

管する建設局に伝える。 

 

令和４年度第１回東成区区政会議 

委員の意見 区長が講じた措置 

災害発生時の避難所運営方法について、地域

の方だけでなく、区外や市外から避難されて来

られる方もおられ、特に平日の昼間に発生した

場合、地域の生徒や企業、病院、商店との連携

も必要となる。 

区外や市外から様々な震災等により避難さ

れて来られる方々の受入については、それぞれ

課題が考えられるが、地域の皆さんと連携しな

がら引き続き検討してまいりたい。 

大阪市水害ハザードマップ東成版の内容の

検討について 

（現在 1000 年に 1 度起こることの災害を想

定しているが、実際に起こる可能性が高い 100

年の 1度のケースの確率を想定して防災につい

て区民が考える必要がある。） 

水害ハザードマップは、水害被害を最小限に

食い止めるため、想定される最大規模の降雨

（発生確率 1000 年に１度以上）における浸水

想定を示している。 

これとは別に、河川氾濫については発生確率

100 年に１度の規模の浸水想定図や、これまで

に急激な大雨により内水氾濫が発生した実績

がホームページ等で公表されているため現実

的なケースを想定して、側溝・排水溝の清掃、

浸水しやすい場所の確認など、日ごろからの備

えについての啓発を引き続き行っていく。 

 

ＳＤＧｓの取組の一環としての地域イベン

トなどのペットボトル回収について、子どもた

ちを巻き込んで、地域に密着した取組をこれか

らも推進していくのがよい。 

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）については、

東成区役所としてもこれまで注力してきてい

るが、今後さらに進めていかなければならない

取組であり、ご指摘のとおり地域に密着した取

組が推進できるよう、子どもを含めた区民の皆

さんへの理解促進に努めていく。 

鶴橋という地域資源の活用について、東成区

の鶴橋の魅力をＰＲすれば、東小橋の地域活性

やひいては東成区の認知度の向上につながる

のでは。 

地元である東小橋地域活動協議会等とも連

携し、地域の活性化や認知度向上につながるよ

うな事業の創出及び情報発信等の支援を行っ

ていく。 



 

運動習慣が少ないことによる子どもの体力

低下が問題。 

子どもの体力向上に資するため、引き続き区

内の小学校と連携しながら、子どもたちの運動

やスポーツへの苦手意識を解消し、興味や関心

を高める取組を進めていく。 

モノづくり体験フェスタや子どもたちと体

験するＳＤＧｓについて、コロナ渦における開

催手法について検討願いたい。 

両事業については、モノづくり体験や木材と

の触れ合いを通じて小・中学校のモノづくりへ

の興味や関心を喚起し、将来を考えるきっかけ

となるような開催内容にしていきたい。開催時

期や手法については、新型コロナウイルスの感

染状況を考慮しながら検討を行っていく。 

学校へのＩＣＴ化への取組を強化してほし

い。 

学校のＩＣＴ化への取組強化については、全

市的な取組として、教育委員会事務局で方針決

定から実施まで全て行っている。令和 3年度か

らは区内の全児童生徒が学習用端末を利用し

てデジタルドリルを活用している。また、デジ

タル教科書については文部科学省の方針の下、

実証実験が行われている。 

東成区独自の取組としても、令和 4年度から

電子書籍読み放題サービスを導入し、区内児童

生徒の読書環境の整備に努めている。 

定期的に開催している学校園長との意見交

換会の場を通じて、ご意見を共有していく。 

 

すくすく・つながるクラブの登録率が 57.9％

であることについて、入会の機会や方法の多様

化、登録状況の分析を行うべきでは。 

 

子育てプラザなどの子育て支援機関におい

て出張型の登録相談会を実施し、登録の機会を

増やしていく。 

子育て支援について、ＳＮＳを介した情報提

供の充実を図るべき。 

TwitterやFacebook等のSNSを活用すること

に加えて、メールマガジンの活用や、区ホーム

ページの改善などにより、さらに有益な情報の

提供をタイムリーに行う。 

在宅医療介護連携促進の取組が専門機関の

連携向上に成果を上げているのは心強い。 

 

引き続き取り組みを進めていく。 

地域での身近な相談窓口である地域福祉活

動サポーターの周知を積極的に行うことが、独

り暮らし高齢者の安心につながる。あわせて、

どんな相談ができるのかということも一緒に

周知を行えば、新たにつながる高齢者が増える

のでは。 

ひがしなりだより等を使って、高齢者を支え

る様々なサービスや、相談内容に応じた相談窓

口（地域福祉活動サポーターを含む。）の周知

を行っているので、どのようなことでもご相談

いただきたい。 



 

認知症高齢に対する早期発見、早期支援の重

要性について。多職種が連携して、できるだけ

早くケアを開始することで認知症のある方が

地域で安心して暮らせるのではないか。 

認知症の早期発見、早期支援の重要性につい

て周知・啓発に努めるとともに、多職種がより

緊密に連携を図っていけるよう、引き続き支援

に取り組んでいく。 

認知症予防には脳トレに加え、体操や歩くこ

とも効果的。歩くことはコロナ禍でも取り組め

る内容なので、広く周知されるとよい。 

 認知症予防のため、いきいき 100 歳体操など

の取組を行ってきているが、ウォーキング啓発

に向け、ウォーキングマップを掲載した健康づ

くりリーフレットを年内に作成し、周知してい

く。 

若い世代への食育を通して朝食の重要性や

高脂肪食への注意を継続して伝えることが重

要。中学生など若い世代への食育講座は今後も

継続してほしいよい取組である。 

今後も、小中学生を中心とした若年層への食

育推進を継続していく。 

各部会の業績目標について、アンケートがど

ういうふうな形で取られ、回収されているの

か。（地域活動協議会の構成団体について、目

標 81％に対し、78.9％となっているが、これの

取り方も一緒か。） 

アンケートの取り方が分かりづらいとのご

指摘を受けたので、今後の（区政会議の）資料

には対象者と対象人数・回答数を記載すること

とする。 

平野川と平野川分水路について。東成区で 1

時間に 100 ミリ以上の雨が降る可能性もあり、

そのときは河川から 3メートルから 5メートル

の水があふれ、決壊する恐れがある。 

平野川・平野川分水路等については、かつて

は大雨で水があふれだしそうになり、決壊する

恐れもあったため、河川施設や下水道施設の点

検頻度を上げるなどを行うことにより、浸水リ

スクをさらに軽減することができるよう、河川

管理者や建設局等に働きかけていく。 

排水ポンプで川へ水を放流しており、その川

がいっぱいになったらだめ、片江小学校の裏付

近で、機械が故障して水に浸かったことがあっ

たが、排水ポンプがどこにあるかということを

皆さんに知ってもらうことも必要ではないか

と思う。 

建設局下水道部に東成区内の排水ポンプの

位置を確認し、各地域の連合町会長へ情報提供

する。 

 

（４）第５号 

条例第 10 条第１項に基づく決議について、当該決議があった日及び当該決議の内容並びに当該

決議に対し区長が措置を講じた措置の内容もしくは進捗状況、今後措置を講じないこととした場

合はその理由、検討中の場合はその状況 

⇒ 該当する決議なし 

 

（５）第６号 

区長が区政会議の部会を開催した場合にあっては、部会の名称、開催日の日時、場所、出席した

委員の氏名、委員に意見を求めた事項 

  



 

令和３年度第２回東成区区政会議 子ども・教育部会開催概要 

開催日時 場所 出席した委員の氏名 委員に意見を求めた事項 

令和３年 12 月 20 日 

19 時 00 分～20時 47 分 

東成区役所 

102・103 会

議室 

大野 弥生（部会長）、 

竹束 正彦（副部会長）、

内山 千夏、四方 徹、 

須田 順子、土田 里実、

中濱 登志、橋本 輝枝、

平井 久美、福本 千代孝、

森田 吉彦、山本 弥生 

・次期東成区将来ビジョンに

ついて 

・令和４年度東成区運営方針

（素案）について 

 

令和３年度第２回東成区区政会議 保健福祉部会開催概要 

開催日時 場所 出席した委員の氏名 委員に意見を求めた事項 

令和３年 12 月 21 日 

19 時 00 分～20時 08 分 

東成区役所 

102・103 会

議室 

若村 幸枝（部会長）、 

小泉 いと子（副部会長）、 

石川 ヤヱ子、岩崎 忠美、

大西 田鶴子、小山 積、

辻本 美知子、東 寿美子、

三浦 秀章、宮居 康夫 

・次期東成区将来ビジョンに

ついて 

・令和４年度東成区運営方針

（素案）について 

 

令和３年度第２回東成区区政会議 にぎわい・きずな部会開催概要 

開催日時 場所 出席した委員の氏名 委員に意見を求めた事項 

令和３年 12 月 22 日 

19 時 00 分～20時 04 分 

東成区役所 

102・103 会

議室 

大西 康久（部会長）、 

北岸 佳子（副部会長）、

岡本 光右、川那辺 裕司、

澤江 久男、杉本 雅子、

田川 進、谷生 嘉宏、 

中井 康夫、西村 盾彦、

馬場 靖、船越 眞平、 

最上 季憲 

・次期東成区将来ビジョンに

ついて 

・令和４年度東成区運営方針

（素案）について 

 

令和４年度第１回東成区区政会議 子ども・教育部会開催概要 

開催日時 場所 出席した委員の氏名 委員に意見を求めた事項 

令和４年７月 28日 

19時 00 分～20時 29分 

東成区役所 

301 会議室  

大野 弥生（部会長）、 

竹束 正彦（副部会長）、

内山 千夏、四方 徹、 

須田 順子、土田 里実、

橋本 輝枝、森田 吉彦、

山本 弥生 

・令和３年度東成区運営方針

の振り返り等について 

 

 

 



 

令和４年度第１回東成区区政会議 にぎわい・きずな部会開催概要 

開催日時 場所 出席した委員の氏名 委員に意見を求めた事項 

令和 4年８月２日 

19 時 00 分～20 時 09 分 

 

東成区役所 

301 会議室 

大西 康久（部会長）、 

北岸 佳子（副部会長）、

岡本 光右、川那辺 裕司、 

澤江 久男、杉本 雅子、

谷生 嘉宏、中井 康夫、

西村 盾彦、船越 眞平、

最上 季憲 

・令和３年度東成区運営方針

の振り返り等について 

 

令和４年度第１回東成区区政会議 保健福祉部会開催概要 

開催日時 場所 出席した委員の氏名 委員に意見を求めた事項 

令和４年８月４日  

19 時 00 分～20 時 20 分 

 

東成区役所 

301 会議室 

若村 幸枝（部会長）、 

小泉 いと子（副部会長）、 

石川 ヤヱ子、岩崎 忠美、

大西 田鶴子、萩原 辰男、

東 寿美子、三浦 秀章、

宮居 康夫 

・令和３年度東成区運営方針

の振り返り等について 

 


